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� 2017 2,869

� 2020 4,000 訪日外国人旅行消費額

安倍内閣３年間の成果

新たな目標への挑戦！

戦略的なビザ緩和、免税制度の拡充、出入国管理体制の充実、航空ネットワーク拡大
など、大胆な「改革」を断行。

・訪日外国人旅行者数は、２倍増の約2000万人に
・訪日外国人旅行消費額は、３倍増の約３.５兆円に

（2012年） （2015年）

836万人 ⇒ 1974万人

１兆846億円 ⇒ ３兆4771億円

地方部での外国人延べ宿泊者数

外国人リピーター数

日本人国内旅行消費額

訪日外国人旅行者数 2020年： 4,000万人 2030年： 6,000万人

2020年： 8兆円 2030年： 15兆円

2020年： 7,000万人泊 2030年：1億3,000万人泊

2020年： 2,400万人 2030年： 3,600万人

2020年： 21兆円 2030年： 22兆円

新新たたなな目目標標値値ににつついいてて

（2015年の約2倍） （2015年の約3倍）

（2015年の2倍超） （2015年の4倍超）

（2015年の3倍弱）

（2015年の約2倍）

（2015年の5倍超）

（2015年の約3倍）

（最近5年間の平均から約5％増） （最近5年間の平均から約10％増）

３

→
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視 点 １
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視 点 ２
「観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に」

視 点 ３
「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、
そして世界に開放
・赤坂や京都の迎賓館などを大胆に公開・開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光客
目線での「理解促進」、そして「活用」へ
・2020年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化

■「国立公園」を、
世界水準の「ナショナルパーク」へ
・2020年を目標に、全国５箇所の公園について
民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

■おもな観光地で「景観計画」をつくり、
美しい街並みへ
・2020年を目途に、原則として全都道府県・
全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

■古い規制を見直し、
生産性を大切にする観光産業へ
・60年以上経過した規制・制度の抜本見直し、
ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材育成、民泊ﾙｰﾙの整備、
宿泊業の生産性向上など、総合ﾊﾟｯｹｰｼﾞで
推進・支援

■あたらしい市場を開拓し、
長期滞在と消費拡大を同時に実現
・欧州・米国・豪州や富裕層などをﾀｰｹﾞｯﾄにした
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、戦略的なﾋﾞｻﾞ緩和などを実施

・MICE誘致・開催の支援体制を抜本的に改善
・首都圏におけるﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄの受入環境改善

■疲弊した温泉街や地方都市を、
未来発想の経営で再生・活性化
・2020年までに、世界水準DMOを全国100形成
・観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ、規制緩和などを
駆使し、民間の力を最大限活用した
安定的・継続的な「観光まちづくり」を実現

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現
・世界最高水準の技術活用により、出入国審査の
風景を一変

・ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな通信・交通利用環境を実現
・ｷｬｯｼｭﾚｽ観光を実現

■「地方創生回廊」を完備し、
全国どこへでも快適な旅行を実現
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能化
・新幹線開業やｺﾝｾｯｼｮﾝ空港運営等と連動した、
観光地へのｱｸｾｽ交通充実の実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
・2020年までに、年次有給休暇取得率70％へ向上
・家族が休暇をとりやすい制度の導入、休暇取得
の分散化による観光需要の平準化

これまでの議論を踏まえた課題

「「明明日日のの日日本本をを支支ええるる観観光光ビビジジョョンン」」－－世世界界がが訪訪れれたたくくななるる日日本本へへ－－ 概概要要

■我が国の豊富で多様な観光資源を、
誇りを持って磨き上げ、その価値を
日本人にも外国人にも分かりやすく
伝えていくことが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生み出し、
人を育て、国際競争力のある生産性の
高い観光産業へと変革していくことが
必要。

■CIQや宿泊施設、通信・交通・決済など、
受入環境整備を早急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含めた、すべての
旅行者が「旅の喜び」を実感できるような
社会を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「３つの視点」と「１０の改革」

１

平成28年３月30日策定

出典：明日の日本を支える観光ビジョン構想会議
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定量的なデータに基づく
来訪者の行動・動態の把握

ビッグデータを利用した分析

観光地域の来訪者に係る
基礎データの確立

○観光地域の特性の確認
○地域間の相互比較 等

基礎データに基づいた
魅力ある観光地域づくりの
戦略の立案、取組の実施

観光に関する評判、
興味の把握

   

旅行前 旅行中 旅行後
[来訪者の動き（観光行動）に合わせて発生するデータ（イメージ）]

来訪者の
行動パターン、
流動状況、

関心事項の把握

・位置情報
（ＧＰＳ、ナビ、
交通量 等）

・着地での検索
履歴（観光地、
地図、店舗、
宿泊場所 等）

・ＳＮＳへの書き
込み（感想、リ
アルタイムの交
通状況 等）

来訪意向者の
興味関心の把握

・検索履歴、
観光情報サイト
アクセス履歴

・ＳＮＳでの
情報取得、
共感、
拡散状況

・宿泊、交通
予約履歴

・サイト利用状況

来訪者の交通手段、
季節波動、行動開始
タイミングの把握

○統計による指標を用いた評価に加え、来訪者の観光行動を定量的に調査・分析し、取組の
評価や観光客のニーズを踏まえた効率的・効果的な取組につなげていく

地域への関心 情報の検索 旅行手配 地域での行動

主観的な
評価、好み、
話題となる
事柄の把握

旅行の記録

・ＳＮＳへの
書き込み

（感想、
写真投稿 等）

○データの取扱いにあたっては個人情報及びプライバシーの保護への留意が重要

出典：観光ビッグデータを活用した観光振興について, 観光庁
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観光ビッグデータを構成する各種データについて（イメージ）

○観光における「人の動き」を把握するための、観光に関わるデータソース

ビッグデータ解析へ

観光行動を伴う
個人による

サービスの利用

観光産業に係る
各種サービス等
（民間のデータ）

政府・自治体・
公共サービス等
（公のデータ）

スマートフォン等の普及による消費者行動のデータ化の流れ

利用者データ活用の流れ
【各種サービスでの蓄積情報】

・ポータルサイト
・ＷＥＢ検索
・経路検索
・宿泊・交通予約
・カーナビ
・ＥＴＣ
・プローブ情報（プローブカー、
バスプローブ、タクシープローブ）

・鉄道（ＩＣ乗車券）
・公共空間のセンサー
（防犯カメラ、交通量カウンター）

・旅行業者の蓄積データ
・観光施設の蓄積データ

「オープンデータ」の流れ

【ＳＮＳでの情報】
・Twitter
・Facebook

【公共サービスでの蓄積情報】

・地図情報
・道路交通量情報
・交通情報
・天候情報
・公共施設の情報
・観光資源の情報
・文化財等の情報
・国立公園の情報
・緊急時、非常時の情報
（避難場所）

・各種統計（旅行統計、
経済センサス等）

【アプリ、ゲーム等での情報】
・位置情報利用ゲーム
・宝探し
・スタンプラリー
・ＡＲ（仮想現実感）
・聖地巡礼

【スマートフォン、センサー等での情報】
・位置情報（ＧＰＳロガー）
・近傍検索（チェックイン）
・位置情報付きでの情報閲覧
・ライフログ
・生体センサー（心拍等）
・ポイント天候（気温、降水量、風）

出典：観光ビッグデータを活用した観光振興について, 観光庁
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� VR Virtual Reality AR Augmented Reality
�

�

� SNS Social Network Service
�

�

�

�

�

�

�

�
観光情報学会編, 近代科学社, 2015.
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�“The two must overlap, intertwine, 
and simultaneously change” 

�

� UX
�

Design-for-use by provider

�

�

Design-in-use by user

� , IoT
�

Design-from-use by provider

�

�

Design-of-use
by user

àà使使用用行行為為をを設設計計段段階階ににててつつくくりりここむむ

à個個別別のの使使用用行行為為にに応応じじたた
機機能能構構成成にによよりり、、適適応応しし
ててももららううàà使使用用行行為為にに潜潜むむ設設計計的的側側面面をを見見出出すす

àà使使用用行行為為をを
次次のの設設計計にに活活かかすす

[Redstorm 2006]

運
搬

設
計

組
立

生
産

販
売

廃
棄

導
入

保
守

使
用

ユーザ活動の
支援

注意

興味

検索適応

構成

創出

共有
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Design for use:

�

�

�

w à à

ランニング
体験

シューズの
選択・購入

日々の
ランニン
グ

他のラン
ナーとの
情報交換

ランニング
イベントの
企画・参加
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Design-in-use:  

� Amazon

11

http://www.amazon.co.jp/%E5%B1%B1%E5%96%84
-YAMAZEN-
%E9%A3%9F%E5%99%A8%E4%B9%BE%E7%87%A5
%E5%99%A8-YD-180-LH/dp/B000F11SOG
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Design-in-use:  

� 10 1 3

https://cakes.mu/posts/1524
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Design-from-use: 

�

http://house-of-cards.jp/
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IoT, CPS, , AI 

14

経済産業省, 情報経済小委員会, 中間取りまとめ
~CPSによるテ ータ駆動型社会の到来を見据えた
変革~, 2015 
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1.0 2.0
Rosetta (Research on Service Engineering for Tourists and Travel Agencies)

東大人工物
統合モデルＧ

東大システム創成
設計生産Ｇ

首都大観光科学
顧客経験Ｇ

(株)ジェイティービー
フィールド提供

倉田陽平矢部直人本保芳明

原 辰徳 青山和浩嶋田 敏 大泉和也

科学技術振興機構社会技術研究開発センター問題解決型サービス科学研究開発プログラム
平成22年度採択プロジェクト横断型研究＜B型＞（2010年10月～2013年9月）
【正式名称】顧客経験と設計生産活動の解明による顧客参加型のサービス構成支援法

～観光サービスにおけるツアー設計プロセスの高度化を例に～
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� 2017 4 JST RISTEX 

�

……
( )

I 
� 1
� 2

II 
� 3

――
� 4 ――
� 5 ――
� 6 e ――
� 7 ――
� 8

III 
� 9
� 10
� 11
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ネットワーク分析カーネル密度分布推定澤の屋旅館＠根津

京王プラザ＠新宿

• 訪問・滞在エリアが限定
• 主要エリアの街歩きを中心に、
人気スポットやニッチな観光ス
ポットを組合せ訪れている

• 訪問・滞在エリアが点在
• 各自の興味に応じて足をのばす
旅行者が多い

• 行動の起点となるターミナルに応じ
た、一日に回る観光エリアを確認

• ターミナルは新宿駅のみ
• 東京都心・近郊か、郊外かという
同心円状の行動パターンを確認

家族連れの
リピーター

長期滞在の
初訪日者
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個人旅行者の観光体験のサイクル (PDSAサイクル)を元に再考

観光行動と
プランの修正観光プランの作成

次なる観光への
学習と動機付け 観光体験の評価

DP

A S

顧
客
（
利
用
者
）

準備フェーズ 利用フェーズ
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http://www.cultofmac.com/219813/how-apple-has-changed-the-world-in-just-7-years-picture-1000-words/
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http://www.cultofmac.com/219813/how-apple-has-changed-the-world-in-just-7-years-picture-1000-words/
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観光体験既成の観光ツアー
からの選択

ツアー商品の
企画と造成

観光行動と
満足度の分析

観光情報の整備
（オープン・デザイン）

旅行者による
観光プランの作成

DP

A AS

P

旅行者向けの観光プランニング支援ツール
（CT-Planner）PT-Configurator

個人手配旅行者（FIT）

旅行者のコミュニティ

a Receiver

a Supplier

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

•

•

AM Lunch Afternoon Dinner Evening PR Event

Predicted
Customers

10% 25% 15% 25% 15% +20%

Cost 
Negotiation

5% off No 5% off No No 10% off

Required 
Visitors

Up to 10 - Up to 10 - - Min of 15

unwelcomed

favorable
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� [Sanders 2006]

ユーザに対する観察や洞察を通じて得た、
新たな発見や気づきに基づくデザイン

つくることを通じて得た
新たな発見や気づきに基づくデザイン

使用者主体のデザイン
• 提供者と使用者とが協働して

デザイン
• 使用者が欲しいものを使用者

自身がデザインするのを手助け
• 視覚的かつ直接的に意思疎通

するためのツールを用いる
• Co-designとも呼ばれる

• 使用者を巻き込んだ共創ワー
クショップによるユーザ・リ
サーチを起点とする

• Co-creationとも呼ばれる

専
門

家
志

向

ユ
ー

ザ
参

加
型

志
向

提供者主体の
旧来デザイン
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PT-Configurator
�

�

w

w

� & JTB

地域観光ツアーの共同企画や
観光産業の幅広い人材教育に有効

(株)JTB総合研究所
主席研究員

観光アクティビティのデザイン重視 観光アクティビティの組み合せの
デザイン重視

• 既存資源を活かした、新たな観光
ツアーの設計

• 観光資源の磨きあげを通じた新た
なツアー設計

• 観光ツアーラインナップの設計

• 単一の観光ツアーの詳細評価と
改善設計

表 対象とするツアー設計の分類



26PT-Configurator

観光活動

観光活動

観光活動

観光活動

観光活動

観光活動

観光活動

マリン系

観光活動

観光活動

観光活動

観光活動

観光活動

ファミリー向け

19:3013:0011:30 21:00

類似度評価によるグループ分け

情報の階層構造を用いた類似度計算

観光サービスのモデル構成

-

観光アクティビティを定義する属性

SimilalityScore

TimeScore

CapabilityA 
CapabilityB 

CapabilityC 

CapabilityD 

CapabilityE 

CapabilityF 

CapabilityG 

CapabilityH 

CapabilityI 0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1 

0 0.5 1 1.5 2 

TimeScore

要求に類似する観光アクティビティの推薦

類似度

a Receiver

a Supplier

Activity

Activity

Activity

「したいーするーできる」の共通表現形式



27PT-Configurator
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�

w

�

w

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

リンクの強弱
AA BB CC DD EE FF GG

AA AA

BB BB

CC CC

DD DD

EE EE

FF FF

GG GG

AA BB CC DD EE FF GG

AA AA

BB BB

CC CC

DD DD

EE EE

FF FF

GG GG

AA BB CC DD EE FF GG

AA AA

BB BB

CC CC

DD DD

EE EE

FF FF

GG GG

観光ツアーの抽出

•

•

観光ネットワーク
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CT-Planner

�

w

w



29PT-Configurator

} 顧客－供給者－提供者の
複数の立場から詳細評価

観光旅行者の総合満足度

観光ツアー企画者の満足度

AM Lunch Afternoon Dinner Evening PR Event

Predicted
Customers

10% 25% 15% 25% 15% +20%

Cost 
Negotiation

5% off No 5% off No No 10% off

Required 
Visitors

Up to 10 - Up to 10 - - Min of 15

観光資源提供者の満足度

A11

Start End

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A14

A13

A12

A16

A15

A2

A15A11A8A5A2

A15A11A8A2A1 A13A9A5

A2

A15

A6 A10 A14 A16

A

B E

D

A3 A7 A10 A14 A16FA2 A5 A9 A12 A16C

観光ツアーの旅程表 観光ツアーのラインアップ

Receiverαi Receiverαj Receiverαk Receiverαl

Supplier A Supplier B Supplier C

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity

Activity



30CT-Planner
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�

�

w

w

ササーービビススのの特特徴徴 推推薦薦方方法法 実実用用性性

高頻度な利用 利用者の過去の購買履歴に基づく推薦（ex. Amazon.com） ○

低頻度な利用 事前に大量のプロファイル入力を必要とする推薦 △

分分類類 方方法法 実実用用性性

批評型 評価（選好）を元に、利用者の要件を推測（ex. 航空券の購入）
→ 利用者は批評しかできず、まわりくどさを感じてしまう △

要求追加型 推薦案を元に、利用者が要求や好みを追加的に提示していく ○
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あまり
楽しくない
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楽しさ 6
15 分

楽しさ 10
15分

楽しさ 3
10 分

楽しさ 7
10 分

スタート ゴール
15 分

15 分15分

10 分

20 分

15 分

10
 分15

 分

10
 分

20 分

15 分

20
 分

10 分
20 分

�

w

w

1時間で「楽しさ」の総和が
一番大きくなる順番を考える



CT-Planner

CT-Planner

} 完全グラフ（V, E）
} ノード（V）：観光資源や交通結節点
} エッジ（E）：それらを結ぶ経路（リンク）

} 以下の組み合わせ最適化問題を、遺伝的アルゴリズムを
用いて解くことにより、推薦プランを導出している

35



CT-Planner

} 対象：日本在住の留学生モニタ 16人（8ヵ国）
} 流れ：CT-Plannerによる観光計画→観光 (5時間) →インタビュー
} 評価

} 観光前の直前計画においても、多様性への高い対応（操作時間約20分）
} 計画の経験・学習の有用性 ≒ 作成した計画の有用性

à個人旅行者の高満足の要因「自己決定感」「適応行動」への寄与

36

旅行プランをあれこれ検討した経験の
おかげで、現地において興味に応じ
柔軟に行程を変えられた。



1 2 3 4 5

CT-Planner

CT-Planner

} 海外在住の英語を話せる外国人計56名（28カ国）／ Web調査
} 約85% が【満足した】【納得いくプランができた】【使いやすい】
} 個人的属性（国籍、年間旅行日数、訪日経験、日本への興味）との
明らかな相関無し

} その他：【観光への期待高の効果】約70%, 【発見性の効果】約85%
} 平均操作時間：約6分

} 普段の観光プラン作成方法との比較
} ルート自動生成が最大の強み
} 点情報を線情報に組み直す機能
} 時間節約→ 多数検討を可能に

} 今後利用したい場面
} 目的地決定後の全場面で高いニーズ

37

à
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� 個人旅行者の積極的な支援 à 観光産業のエコシステム

ニーズ

ツアー利用層

コミュニティベー
スでの個人旅行の

共創支援

旅行者向けツール
（CT-Planner）

提供者向けツール
（PT-Configurator）

旅行者像と
期待＆要求

計画データ
行動データ

観光資源の
機能＆評価

計画ログ
行動ログ

ロングテール

個人手配層

継続的な
観測・学習

少

多

パッケージツアー
（募集型企画旅行）

観光プランの
作成支援

←旅行会社主導 旅行者主導→
適応型 共創型提供型

観光周遊の
機能＆評価

カスタムツアー
（受注型手配旅行）

↑↑ 旅行会社、自治体、観光組合、観光事業者



} 訪日個人旅行者に対するアクセスの向上
} 観光プランニングを支援しながら、ニーズやトレンドを探り、
追従する実践的な方法（＝サービス提供を通じた持続的な調査）

} 観光案内に関する業務支援と人材育成への貢献
} 観光産業の基盤機能であり、多様な人々が担う
} 観光プラン作成の考え方、評価の視点、観光地の学習を促進

} 観光ビッグデータ事業との連係
} 観光計画にまで踏み込んだ、観光客の理解
} 観光ツアーの設計支援技術を用いた、観光地の共同開発の支援

39

CT-Plannerは、観光案内所の対応しきれない旅行相談
ニーズや、隠れた旅行相談ニーズに応えられるもの

横浜の
観光案内所

地域活性化活動にむけて、観光計画機能の追加と
コンサルティングの面で連携できないか？

観光情報サービス
ベンチャー経営者



} 山形大学MOT  JR東日本協力講座「観光経営工学特論」
} 2013年9月：丸一日の集中講義（座学＋演習）
} 受講生：25名（米沢地方の観光・製造業従事者、学生）

} 授業後のアンケート（有効回答数20）
} 95%：満足、90%：役立つ
} 特に、考案した設計論のワークシートが好評

40

このような方法を活用して、地域の観光資源の磨き上げと発掘に向けた
準備が地域づくりにまず必要。また、CT-Plannerはぜひ展開してほしい。
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サービスシステム
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� [ 2013]

�

Goods-dominant Service-dominant
A S

DP

A AS

A

P
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�

ランナー

コミュニティ

ランニングする既製のランニング
シューズの購入

ランニングシューズの
開発・改善

ランニング情報の
収集・分析

コミュニティ内での
ランニング経験共有

他者のランニング
体験からの学習

miCoachの開発・改善

ランニング計画
イベント計画

準備フェーズ
( )

使用フェーズ 準備フェーズ

コミュニティ内での
インタラクションと共創

RUNBASE

miCoach

RUNBASE

A S

DP

A AS

A

P

出典：adidas Japan K.K.
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(b) 

(c) 

(a) 

(d)

(1)

(2)

(1)

(2)

(2)

(1)

(2)

(e) 

2

(1)

原辰徳：設計の仕組みを含めたサービスシステムの構成法,
サービソロジー, Vol.4, No.4, pp.32-37, 2018.
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(JST RISTEX , 2014-2017)
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SNS
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No

Yes
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基本情報：名称・座標・写真など 評価：各指標の評価値

� ßß
w

w

�

� à



66CT-Planner
�

�

�

w

w

����3����2���
������0

���������2
�����������1�

����������
���������5�����

���� ���������7�
��� � ��
���� �� ��



67

�

�



68
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� ����������������������������������������
� ���������������C�������������������

���CT-Planner

組み合わせ（アソシエーション分析） 有望プラン一覧

想定する旅行者
（ペルソナ）

来訪頻度

• ������C��������
• ����������C����
�����

• ��������������l
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CT-Planner

CT-Planalyzer

POI

SNS

CT-Planalyzer

( )

CT-Planalyzer

CT-Planalyzer
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A
B

→ 

← 

↑

↑ ↓ 

ex. AI, 3D

↓ ↓ 

↑ 

出典: 未来を共創するサービス学を目指して～サービス学将来検討会活動報告書～, JST RISTEX, 2015
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A:供給主体を起点

B:需要主体を起点
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